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千頭の魅力の再発見と新たなる活用

福田E紀

現在、従来の利潤追求を目的とした観光から、持続可能を目的とした観光に変わりつつ

ある。そして持続可能な観光の iつにエコツーリズムがあるが、ヱコツーリズムの動きは

世界中で起こっており、日本でも屋久島や西表島などが代表例として挙げられる。そして、

観光客が減少しつつある千頭でもエコツーリズムを広めようという動きがあるが、様々な

問題点を抱えている。本章では、西表島の例に照らし合わしながら、千頭の今後のエコツ

ーリズムの可能性を探ってし、く。

1千頭観光の現状

1. 1千頭駅周辺

千頭駅前には観光客向けの飲食居や茶!古が並ぶ。駅前には休日になると観光客の姿を見

ることができる。駅から北東へ向かうと)11根大橋があり、大橋から西へ向かうと観光客の

姿はなく、千頭の住宅街へ左入ってし、く。住宅街には役場や交番、郵便局、診療所、生活

用品届など、千頭に暮らす人々に欠かせない建物が存在する。千頭駅前と住宅街での景色

は全く異なり、観光客と千頭の人々との境界が千頭駅から川根大橋の道にあるように感じ

られる。



- 128 -

千頭の魅力の再発見と新たなる活用

図 1 千頭駅周辺の地図(goomapをもとに改変)

千頭駅周辺にはいくつかの観光スポットが存在する。まず、駅の南に位置する道の駅「奥

大井音戯の郷jがある。「音戯の郷」は音と戯れることをテーマとした体験ミュージアムであ

り、入館料は大人 500円である。館内では、野鳥の声や需の音などの自然の音、オノレゴー

ル、オーケストラの音色を楽しむことができる。音戯シアターでは 280インチの大スクリ

ーンで、 SLの映像を鑑賞することもできる。また、千頭の町には「音の散歩道jというもの

が存在する。「音の散歩道jは千頭駅から小長谷城跡小長谷吊橋、智者の丘公園、急須の展

望台、両国吊橋、千頭別院、音戯の郷を)1慣に巡るコースである。このコース全て歩くと約

lOkmあり、約 3時間 30分かかるが、小長谷城跡に行かずに川根大橋を渡るなどの短縮は

可能である。現在利用する観光客はほとんどいないが、元々は観光客向けに作られたコー

スであり、千頭の街並みや自然を肌で感じることができるコースである。
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図2 音の散歩道コース CJII根本町マウンテンパークインフォメーシヨンより)

1.2観光客数の推移

金谷から千頭をつなぐ大井川鉄道の主役とも言える SLoSLが千頭駅に到着すると千頭

駅前は多くの観光客で賑わう。しかし、一歩千頭の町へ歩き出してみると、観光客の姿は

ほとんどなくなる。また、 SLの到着から時間が少し経過すると千頭駅前においても観光客

は姿を消してしまう。図 3は千頭駅のおける 1年間の乗降者数をグラフにしたものである。
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国3 大井川鉄道千頭駅における乗降者数(平成 21 年 6~-平成 22 年 5 月)

乗車数と下車数にこれだけの差がある理由は、旅行会社が実施しているツアーの一環と

して観光客が SLに乗って千頭を訪れ、帰りは観光パスで帰ることがあることや、大鉄タク

シーがマイカー陸送をしており、車を事前に千頭駅に陸送してもらい、帰りに車で帰るこ

とがあるという理由が考えられる。このような理由から乗車数と下車数に差はあるものの、

12月から 2月にかけての冬場を除くと、ほぽ毎月 1万人を超える人が千頭を訪れているこ

とがわかる。特に、紅葉の時期である 11月には約43000人もの観光客が千頭を訪れている。

次に、図 4を見てもらいたい。図 4は千頭駅前の人々の動きをグラフにしたものである。

調査の内容は、千頭駅から千頭の住宅街方面へ向かう人の数と、千頭駅から南西に位置す

る「道の駅奥大井音戯の里」方面へ向かう人の数を、千頭駅に電車(8Lを含む)が到着する時刻

から 10分間、駅方面から通過する人数を調査したものである。千頭駅に訪れる人の中でど

のくらいの人が千頭で観光しようとしているのか明らかにするためにこの調査を行った。

千頭の住宅街方面へ向かう人を図 1の①、道の駅方面へ向かう人を図 1の②を調査地点と

した。また、この調査を実施したのは6月5日の日曜日である。
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国4 千頭駅周辺の人の動き(平成22年 6月 5日)

図4を見てもらうと、午前中はほとんど人が訪れていないことがわかる。 12:04の電車の

到着後は約 40人が観測点を通過したが、駅周辺で昼食を食べる場所を探していた観光客が

ほとんどで、あった。また、 13:13には道の駅方面へ向かう人が約 90人いるが、道の駅には

駐車場があり、多くの人が道の駅というより駐車場に向かった。道の駅で販売員をしてい

る女性に話を聞くと、日曜日の 13時 30分頃訪ねたとき、私がその日 2番目の客だったと

いう。こうして見ると、調査の実施日は観光客が多く来る日曜であったにも関わらず、千

頭を観光するために千頭駅に来る人々はほとんど、いなかったことがわかる。

1.3観光客の声

千頭駅前にいた観光客にインタピ、ューを実施した。質問内容は旅行の目的や昼食を食べ

るところ、千頭まで来た手段と帰る手段などである。インタピューをしてみると、大半の

観光客は千頭を観光するためではなく、 SLに乗るため寸又l峡温泉に向かうパスに乗るため

に千頭駅前にいたのである。さらに、駅前に食事できる癌が数j吉あるが、観光客に話を聞

くと、昼食を千頭でとるという人は少なかった。他にも、千頭駅の北東に位置する川根大

橋でも 2組の観光客にインタビューを実施した。この 2組は川根大橋近くの千頭温泉に入

ってきたという。どちらも SLに乗ってきており、一方は接阻峡温泉も旅行の目的で、あった。

千頭駅は井川まで行く f南アルプスあぷとラインjの始発駅があり、接阻峡温泉もこの列車

で行くことができる。どちらも千頭温泉に入った後はすぐに車で帰宅すると言っていた。

また、観光客の中に旅行会社で働いている男性がいたが、その男性は「千頭には観光する魅

力はない」と強く言っていた。千頭の北には温泉で有名な寸又峡があり、千頭駅から寸又峡

行きのパスが出ているし、千頭駅から|南アルプスあぷとラインjに乗ると途中長嶋ダムや
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接阻峡温泉を通り井川まで行くこともできる。観光客の話では、千頭は観光客にとって SL

の終着点や寸又峡や井川に行く通過点でしかないという印象を受けた。しかし、インタビ

ューをした観光客の中で、千頭観光を目的に千頭を訪れた観光客が 1組いた。静岡県の磐

田市と焼津市に住む50代女性の2人組で、千頭には今までも数回訪れたことがあるという。

千頭の自然に魅力を感じており、インタビューしたときも千頭の緑ムを見るために訪れてい

た。千頭の町には「音の散歩道jというハイキングコースがあるが、この観光客は「音の散歩

道Jの一部を歩く予定でらあった。大半の観光客は千頭をについて、通過点という認識だが、

少数ではあるが、千頭の自然を堪能したいとし、う観光客もいるのである。

1.4千頭の人々の声

千頭の人々についてもインタビューを実施した。千頭駅前で屈を営む田畑さんは観光客 r

の来訪を喜んでいる一人である。田畑さんは川根本町の名産である川根茶を販売している。

時間があるときは観光客とコミュニケーションをとり、パンフレットに載っていない見ど

ころな教えるなどしている。また、お茶好きのお客には住所を聞き、年賀状を出したり、

案内を届けたりしているそうである。回畑さんの茶!苫はコミュニケーションとることによ

って、リピーターが多いという。田畑さんは「金儲けばかりでなく、おもてなしをして、リ

ピーターが来るような商売をやるべきJと考えている。一方、観光客について困ることもあ

るようである。千頭駅前の広場にある桂の木の周りに砂利があるのだが、その砂利をそば

の水場に入れる人がいるそうである。実際に観光客の子どもが投げ入れていれていたが、

観光客のマナーは気になるようである。

千頭駅前でカフェを営む内野さんと、観光協会の小倉さんは千頭の町に観光客を呼び込

もうと働きかけている。 2人は、千頭の町が活性化してほしいと考えており、観光客を呼ぶ

には地域ブランドが大事だと考えている。 SLは多くの観光客を運ぶが、観光客が利用する

のは SLだけだという。また、千頭の人は観光に対して意識が低いと感じているようであり、

特に町の活性化のためには若者の力が必要だと考えている。

千頭に観光客を呼び込みたいと考える人がいる一方で、千頭に観光客が来ることを良く

思わない人もいる。観光客は車で来て、民宿に泊まらず日帰りをするため、千頭に経済的

効果を与えないとしづ。それにもかかわらず、ゴミを捨てていく人がいることに怒りを感

じているようである。駅前でj古を営む人たちにとって観光客はありがたいものの、マナー

の悪い観光客に迷惑している地元住民の人もいるのである。

このように、千頭では観光客は通るものの、千頭で観光する人がほとんどいない状況で

あり、千頭の人々も働きかけてはいるものの、未だに観光客の増大には繋がっていないよ

うである。しかし、現在千頭に魅力を感じ、新たなる観光をしていこう ιいう動きがある。

それは千頭の自然を生かしたエコツーリズムとし、う観光形態である。

2エコツーリズムーもうひとつの観光一
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2. 1ヱコツーリズムとは

これまで、世界および日本では基本的にマスツーリズムを前提に観光開発がなされてきた。

そして、観光開発は、開発の対象となる地域の外部の企業が開発主体となるケースが多か

った。このような外発的観光開発では、利潤追求を目的とし、地域社会の意向が軽視、ま

たは無視されることで、各地の貴重な地域資源の破壊や悪用、誤用などが行われてきた。

そこで、注目されてきたのが持続可能な観光であり、特に生物多様性の保全に着目した姿

がエコツーリズムであった。エコツーリズムは、以下の 3点、を目的の上に成り立つ観光シ

ステムの概念である。

① 自然環境の保護、管理の運営を通じ、それらの資源が持続的に、かっ適切に利用でき

るよう、資源を保全していくこと

② 地域社会の活性化と地域産業を育成すること

③ ①、②を成り立たせるために、地域固有の資源をいかした観光手段を導入し、産業を

成立させること

これら 3つの相互連帯をより密にし、調和させながら、地域の自律的発展をはかろうとす

るしくみをもった観光がfエコツーリズムjであると言える。また、エコツーリズムには 3

つの要件の構築と発展が必須である。「より多くの地域住民が資源、価値を深く認識していく

プロセスの構築Jr郷土意識育成(地域社会形成に伴う積極的社会参加意識の育成)プロセスの構築」

「ツーリズムによる経済・社会変動をふまえた地域づくり活動への展開プロセスの構築」の 3

要件である。また、エコツ}リズムに伴ってさまざまな克服するべき課題が発生する。地

域の資源(生物・人文)、生活文化、社会システム、伝統的土地利用に対して主に 5つの面に

おいて課題があると考えられる。それは、生物の多様性への脅威、新しい土地利用、資本、

観光客、異文化である。エコツーリズムを進めるには、生物の多様性への脅威に対して生

物系の固有性の保全、新しい土地利用に対して伝統的な土地利用に基づく体系の維持、資

本に対して地域の伝統に支えられた分配システムの確保と社会システムの維持、観光客に

対してインフラ整備と地域住民の伝統的生活スタイルのバランスの維持、異文化に対して

地域固有の文化の価値の認識をしていくことが課題とされる(真板 2001)。

2.2千頭におけるエコツーリズム

千頭周辺でもエコツーリズムの活動をしている人々がいる。寺田三根生さんは千頭の対

岸の上岸に住み、寺田農闘を経営している。三根生さんの生まれは川根であるが、一度川

根から他の地域に移り住み、ホテルのコックなどを経験して再び:)"根に戻ってきた。寺田

農園には、ブロッコリー・トマトなどの多くの野菜と、梅の木、木工所、みそ加工場、養

鶏場などがある。エコツア}としては、寺田農園にある梅の木を利用した梅干づくりを体

験することができる。この体験企画は、川根本町エコツーリズムネットワークが主催して

おり、寺田さんの母親であるうめのさんが講師となり、梅の漬け方などの指導を行ってい

る。ツアーの内容は、寺田農園で摘まれた梅の実のへたを取って、塩漬けし、赤紫蘇で染
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めて持ち帰ることができるという内容である。そして、寺田農園でのエコツアーの後には

三根生さんがコックの経験を生かして、手作りのランチを参加者に振舞っている。地元の

人の中には、三根生さんのランチ目当てにエコツアーに参加する人もいるそうである。ま

た、現在三根生さんは寺田農園の敷地内にツリーハウスを建設中である。ツリーハウスと

は通常樹木の上に作られた木造の家屋のことである。三根生さんは、ツリーハウスを大人

も子どももゆっくりできる場所にしたいという思いから建てているという。寺田さんは寺

田農園を聞かれた場所にしたいと考えており、地域の外の人にとっても内の人にとっても

エコツーリズムで、ありたいと考えている。

東京から千頭に嫁いだ中野久江さんが所属するつどいの会もエコツーリズムの活動をし

ている。寺田農園にあるみそ加工場でみそづくりをしたり、エコツアーでお弁当を提供し

たりしている。お弁当はトレツキングのときに提供し、中身は地鶏の卵を使っただてまき

ゃいもがら、たけのこ、しいたけやわらびを入れた炊き込みご飯など、主に地元でとれた

食材を利用して作っているそうである。お弁当は参加者から好評のようである。このお弁

当は豪華である必要はなく、この地でとれたものを主に使用し、この地に合ったお弁当に

することが大事だ、と考えている。現在食の安全が重要視される社会において、この地でと

れたものを使うことは、食の安全の面でも必要なことであるとし寸。

20年くらい前に平楽に移住してきた夢屋のゆみさんもエコツーリズムを推進している一

人である。ゆみさんは染物を販売しており、染色体験を行うこともできる。ゆみさんは地

元の人は生活の不便さが先に来てしまい、地元の良さを知らないと考えている。千頭の人

はこの地は「何もなし、」と言うが、山菜も売ればお金になるし、ここにあるものを利用すれ

ば良いという考えである。実際に、夢屋の染色に使われているものはほうれん草などのこ

の地で作られたもので、あった。また、ゆみさんはマクロビオティックの教室を聞いて、受

講生の人にマクロビオティック初級コースを教えている。マクロビオティックとは、人と

生き物の環境のバランスを保ちながら健康を維持することであり、正しい生活と食事が鍵

となっている。この教室には他地域からの受講生のみではなく、地元の人も参加している。

ゆみさんは千頭でエコツーリズムの活動をするに際に、千頭の良さを千頭の人みんなで認

めてみんなで協力してやる必要があるという思いがある。
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写真 1 千頭駅前

写真 2 千頭の住宅街へ行く道

写真 3 寺田農園の畑
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写真 4 寺田鹿聞の聾鶏場

写真 5 寺田農閏のみそ加工場

写真 6 寺田農園のツリーハウス
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2.3商鰍惑と生かした体験ブ口グラム

とめている。

ムJI水系ブ口グラムJi麟史・文化ブログうムJr食プログラムJrもの

づくりクラフトアログラムJである。自撚体験ブ口グラムでは、森林裕しながらゆっくりト

レッキング悲し、のんびりした時聞を提供している。また、森島吉だ、けではなく、吊り橋

めぐりや天体観測などを体験できるコースもある。自然組察プログラムでは、バードウォ

ッチングや桜や山々を眺めるコースなどがある。水系プログラムでは、カヌ一体験や川遊

び¥魚のつかみ取り、アウトドア体験、滝での森林浴とヨガを体験できる。歴史・文化プ

ログラムは、語り継がれてきた話を聞きながら古道を散策、寺院や神社めぐりなどができ

る。食プログラムでは、お茶摘み体験や、うめのさんの梅干づくり、ブルーペリー摘み、

ピザづくり、味附づくり、こんにゃくづくりが体験できる。ものづくりプログラムでは、

フェルトづくりやオーストラリアの先住民アポリジニーの楽器「ディジリドューJづくり、

スピーカーづくり、染色体験などができる。これらの体験は、川掘に住んでいる人

しており、寺田藤岡で行われるうめの古んの梅干しづくりや、ゆみさ

もこのプログラムに入っている。

ム

隅
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人

ブ

という泊動を行っている人々の多くは、外の地域から

でいる中野久江さんと夢賄のゆみざんは、り11椴をアス

い。地元の人が地元の良さを知るべき。」と語っている。

地元の人は千闘に豊かに梓在する自然の良さをしっかり理解していないという。さらに、

現在は千聞に住む子どもの中で自然の中で遊ぶ子があまりいないために、地元のことを知

らないと危倶している。子どもが地元の良さを知るためにも、まずは親が地元の良さを知

り、一緒に遊ぶべきだと考えている。また、「千頭の人は、ものを売ってお金を得ることを

恥ずかしいと考えているJと感じているようである。中野さんは、現在売るという行為を意

識しているそうで、売ることにより地域で、もののやり取りが活発化すると考えている。

自分たちが作った味噌は売り、自分で作りたい人には作らせてあげ、作って欲しいと頼ん

できた人にはお金をもらって作ってあげるそうである。地元の人は、「千胡には何もなくて

いけないJよ首うが、:千間にある山業などここにあるものを使って搾ることはr.rJ飽で

ある いる。

んのように、 りも他地

~o 千

り、
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らない。

と

ほう ているよう

すこ

口々 にくく、他地域から

らない

の

ことができるために、千闘地;械に対して評価しやすいということが者えられる。

3.2千頭の中での評価

千顕におけるエコツーリズムの活動について千頭に住む人々巴尋ねてみた。すると、千

頭に暮らしながらも、千頭でそのような活動が行われていることを知らない人が多いとい

う現状が見えてきた。エコツーリズムの活動に対してはインタビューに答えてくれた人々

が揃って「大変良いととだと思うJと、肯定する姿勢は見せたものの、まだ千頭全体でエコ

ツーリズムの活動が、浸透していないと同時に、千耳目の人々の観光に対する意識の低さが伺

える。中には「ヱコツーリズムの活動は素晴らしいとは思うけど、日

つ

けど、自

よ

において、ヱコツー 1)

ほう

いo X:Jツーリ

めるということは、 て

もエコツーリズムを雌めていくう

る。問者島では、 1965

された。それまではマスツーリズ

ムの観光形態栓とっていた西表晶であったが、それをきっかけに西表品の生物種の保轄を

訴える声が高まった。そのときの様子について海洋畠真板は、保護派の人たちは自然を保

護するために一切の開発に反対した一万、開発派の島民は開発なくして生活が成り立たな

いと主張したために、「ヤマネコか、人間か」との議論で、島が真ってつに分かれて対立し、

このときの保護派はみ;土から西表島に移り住んで、きた人達で、生活闘を東京におく人々や、

研究者が中心だ、った、と述べている(海津・真椛 2001)。西表島にも見られるように、他地域

の人のほうが地域の自然保護に対して積極的である。地元の人は、単に地元の魅)Jに気付

かないだけではなく、その土地で生活していくために、自然保護に対して消極的であると

もいえるで、あろうロこのような、

らな

ヱコツーリ せるう

になっている。

札3.J:.:::J リズムの発展

カヌ トレッヰン 、.曹
い
h

‘
名人、
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いで、エコツ

コツ…リズム

えてみる。

西表島におけるヱコツーリズムの発胞の背景には、工コツ同-司一句-司叩句-司句-句

の地域の文化、歴史、自然などの資源に対する価値認識の変化と、それに適応した関わり

方の深化、および協会員とそれを取り巻く地域性民との関係の緊密化、さらに行政との一

定の距離を保った上での関係の強化などの課題を克服し続けたことが挙げられる。具体的

には、作民参加による資源価値の発見が挙げられる。イリオモテヤマネコの発見を契機に

起こった「保護か開発かJという論争の後に、 200人もの島民参加・協力により歴史、文化、

自然、生活に関わる資源調査が行われ、品民全体に「人と自然の調和ある発肢のあり方の模

し、エコツーリズムという考え方を受け入れやすくす

したと者えられる。また、資源情報のストックと共有による品の諮りの育成も行った。 200

ど、これまで分散して

ネットワークが 2008

る

れた。川

にお

コニ

ら

ツーリズムガイドブックJという

く、品列、lcl引で行った知り

幻

島

たし

いても千蛸のように、地域内での意識の格蓋があったが、

エコツーリズムについて考える機会を与え、働きかけを行うことで、

の連携を阿ってきたのである。また、その働きかけの結果、閥表島はエコツーリズムの地

と認識され、西表島への入域者数が増加したという。さらに、以前は島外に出て行った若

者は帰ってこないことが多かったが、最近では外で仕事をしながら、 l年の半分を西表島で

過ごし、エコツアーガイドや海人の仕事をする持者が増えている。西表島出身者ではない

が、同表島に就職することを望み、丙表島に移住する若者も若干であるが増加していると

いう。そして、島民の意識にも変化があり、地域独自の視点こそがエコツーリズムのブ口

グラムの魅力の源でおる、という認、識が背ち、住民がガイドを行うことの意味も漉避して

いても、

くても、

とり、工コツーリズ

うな効果が期待できるは

ある。



- 140 -

千踏の職力の時発見と新たなる、活用

指わりに

ないω

りi践であるこ

との 2つの柱によって、現在の千閥における観光識が成り立っているといえるであろう。

そこで、豊かな白熱ばかりで、見所は何もないと思われる千聞であるが、千間における者B

はない県かな向燃を活用するエコツーリズムの動吉は注目すべき点である α 都会では、

高層ビルや人口の多さに息背しさを感じる人も多く、そのようなときに求めるものは自然

であろう。田舎に移り伶む勇気はなくても、自然豊かな地で自然を体験したいと考える人

は多いはずである。また、外で遊ぶ機会が少なくなった子どもたちに自然を体感してほし

いと考える親も多いはずで、ある。「千頭には自然しかないJではなく、「都会にはない豊かな

同然が残っているJと考えることもできるだろう。そして、川根には自然のありがたみを感

じて自然者生かした活動をしている人がおり、川根の臼然を生かした体験プログラムが多

く提供されている。しかし、千頭畑正住民の中にはそのような活動を認知していない人が

くいる。エコツーリズムには、外の地域の人々に自然を生かした観光安提供するのは勿

るが、地元住民の人

えるとと

例がヒント

る。そして、地域住民とこにこ1ツーリズム協合、観光協命などが僻搬に関わってヱ1ツ…リ

ることが、川椴におけるヱコツーリズムの弗，眠に重曹なポイントでおる

られる。ヱコツーリズムの効果には、観光客の増加や若者の Uターン、 Iターン、

性化などが考えられるが、主に若者の Uターンと都市部から地縁のない地方へ移動する I

ターンは注目すべき点であろう。現在千聞では高齢化が進んでおり、持者は千闘を離れて

他地域に移り住む人が多い。そこで、エコツーリズムによる地域の活性化により若者が千

頭に来れば、地域は堕に活性化するとともに、子どもの増加にも繋がるであろう。これら

の効果を得るためにも、まずは千頭地域内での情報や意識の共有が必要である。西表島の

例を見ても、まずは地域内での意識格差の解消を目指すことが第ーである。現在でも西表

島においても完全に格差が解消されたわけではないが、地元住民に働きかけを行うことに

よって、西表島におけるヱコツーリズムが前進したことは擁かなことである。川掘にもエ

コツ]リズムネットワークという棋となるものがあるのだから、エ1ツーリズムネットワ

ークをri1心に地域住民との般を取り除くことができるはずで、ある ο そして、地域の魅力を

外

、ヲ'
」綱 ろう。

し、 るこ

こと
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